
議員派遣行政視察報告書 

 

 

 

・視察期間  令和２年１月 22 日(水)～２３日 (木) 

 

 

・視察先    上越市    ごみ袋のバイオマスプラステック化について 

            京都市    ごみ袋のバイオマスプラステック化について 

 

 

・視察議員   岩 下  彰 

             河 崎  は じ め 

             中 尾  孝 夫 

             花 岡  ゆ た か 

             宮 本  かずなり 

 

※上記の順に行政視察報告書を掲載しております。 











行 政 視 察 報 告 書 

 

議  員     花岡 ゆたか    

 

■ 調査の期間   令和 2年（2020年）1月 22日(水) ～ 23日(木) 

 

■ 参加議員    岩下 彰・中尾 孝夫・河崎 はじめ・花岡 ゆたか・宮本 かずなり 

 

■ 調査先及び調査事項 

 

新潟県上越市  ・ごみ袋のバイオマスプラスティック化について 

京都府京都市  ・ごみ袋のバイオマスプラスティック化について 

 

 

１.上越市 

人口 19.1 万人  面積 973.81 平方 km 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Map data ©2020 Google 

 上越市は新潟県の南西部に位置し、昭和 46年に直江津市と高田市が合併し誕生した。平

成の大合併で、平成 17年に周辺の 13町村を編入し、現在の市域となった。合併特例法に

基ずく地域自治区制度を導入しているのが特徴で、現在では 28の地域自治区を設置してい

る。平成 18年に「上越市バイオマスタウン構想」を立ち上げ、バイオマスプラスティック

ごみ袋の導入をはじめとして様々な環境に優しい事業を展開しており、CO2の発生量を年

間で約 4,600トン削減している。 



■ 事業概要 

 

・「上越市バイオマスタウン構想」の一環として、平成 20年度からバイオマスプラスティ 

 ックを含むごみ袋を採用している。 

・1日 1人あたりのゴミ排出量は 946gで、全国平均の 920gを少し上回っている。 

・ゴミの収集方法 

 燃やせるごみ  ― 週 3回 ― 委託 ― ステーション方式 

 燃やせないごみ ― 月 2回 ― 委託 ― ステーション方式 

 資源物については 15 分類し、物によって委託のステーション方式と直営の拠点収集方式 

 がある。 

・マンションやアパートと言った集合住宅は事業系ごみとなり、それぞれの管理者が業者 

 と直接契約でゴミの収集をしている。 

・ごみ 1トン当たりの収集・処分費用は、42,055 円/トン（平成 30年度） 

・燃やせるごみの焼却灰及び燃やせないごみの残渣の焼却灰は、山形県と群馬県で埋立て 

 る事で最終処分としている。 

・有料指定ごみ袋の種類と、それぞれの販売価格と作成価格 

          

             販売価格/枚  作成価格/枚 

燃やせるごみ  45L    49.5円    18.5円 

        20L     22円    11.8円 

        10L     11円     9.7円 

         5L      5.5円     5.0円 

燃やせないゴミ 45L         54円       10.6円 

        20L     24円     9.3円 

        10L     12円     8.3円 

         5L      6円     7.5円 

生ごみ     15L     15円    11.0円 

        10L     10円     9.7円 

         5L      5円     5.0円 

 

・バイオマスプラスティックごみ袋は、（株）バイオポリ上越に作成を委託している。 

・バイオマスプラスティックごみ袋は、原則として市内に店舗を有し食料品や日用雑貨を 

 取扱う約 360店舗で販売している。 

 

 

 

 

 

 

 



 

上越市対応者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみ用（10枚入り）   燃やせるごみ用（10枚入り） 燃やせないごみ用（10枚入り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定シール          上越市ごみリサイクルキャラクター「リサちゃん」 

 

 

 

 

 

 



２.京都市 

人口 258.1 万人  面積  4,612.20 平方 km 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            Map data ©2020 Google 

 1997 年に京都で開催された気候変動枠組条約第 3 回締約国会議（COP3）で「京都議定

書」が採択された事で京都市は環境対策に注力しており、CO2の排出量削減のためにゴミ

の減量を進めるとともに、政令市で唯一バイオマスプラスティックごみ袋を導入している。 

 

■ 事業概要 

 

・ゴミの量をピーク時（2008年）の 82万トンから 50％削減した。（2018年度 41万トン） 

 最終目標は 2020年度に 39万トン。 

・平成 30年度に、1日 1人あたりのゴミ排出量が 399gとなり、政令市で初めて 400gを 

 切った。 

・クリーンセンターを 5工場から 3工場に減らし、年間 154億円のコストを削減した。 

・家庭ごみを、政令市で最多の 26品目に分別して定期収集と拠点回収で対応している。 

 59％が委託であり、目標は 70％。 

・ごみ細組成調査を、1980 年から毎年秋から冬にかけてエリアを決めて行っている。この 

 調査の結果から、家庭ごみの 4割が生ごみ、3割が紙ごみであり、突出している。生ご 

 みのうち調理くず等が約 65％、食品ロスが約 35％である事がわかった。 

・マンションやアパートと言った集合住宅は事業系ごみとなり、それぞれの管理者が業者 

 と直接契約でゴミの収集をしている。 

・平成 29 年にバイオマスプラスティックごみ袋を試行導入し、平成 30 年度に本格導入。 

・バイオマスプラスティックごみ袋は、年に 8,000 万枚作製していて、単価は 1枚当たり 

 約 5.2円。販売価格は、燃やすごみ用では容量がそのまま 1枚の金額になり、45L用で 

 45円となっている。資源ごみ用は燃やすごみ用の半額で、45L用で 22円となっている。 



・家庭ごみの有料指定袋制の導入により、平成 30年度に約 11.6億円の黒字。令和元年度 

 予算では、約 13億円の黒字を見込んでいる。 

・バイオマスプラスティックごみ袋の導入については、市民の約 8割が「良い」と回答。 

 

 

 

 

京都市対応者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃やすごみ用       資源ごみ用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ袋には多くの啓発キャッチフレーズや情報が印刷されている 

 



■ 感想・意見・市への提言 

 

・市長は令和 4年度中に半透明の有料指定袋を導入する旨、明言していらっしゃるので 

 この着実な実施を求める。 

・有料指定袋の導入にあたっては、バイオマスプラスティックごみ袋とするべきだと考え 

 る。 

・導入にあたっては、有料指定袋に広告を入れるなどして、市民の負担を軽減すべき。 
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